日本語教室で「使える」
効果的な練習方法とヒント集
（財）石川県国際交流協会
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この冊子について
この冊子は、「平成21年度日本語講師スキルアップ塾　集中講座」（平成21年12月12日, 19日, 平成22年1月9日, 16日開催）の講義内容を元に、地域の日本語教室で活動する方々の参考になるよう編集したものです。
この冊子は、すでに日本語を教えた経験を持つ方を主な対象としています。教えたことのない方は、ぜひ、日本語教室の先輩の先生といっしょに読んでいただければと思います。
第１部：いろいろな練習を工夫しよう
皆さんは教室でどんな「練習」をしていますか
教科書にある文章を朗読してもらったり、週末に出かけたことを話してもらったりすることは何を「練習」しているのでしょうか。
できなかった何かができるようになるために「練習」をするのであれば、何に焦点を当て、その結果何ができるようになるのか、その目的をはっきりさせ、教師も学習者もそれを自覚して「練習」する必要があります。
教室で行う練習には、下記のように大きく分けて２つの種類の練習があります。
１．練習の種類
例えば、許可を求める表現「○○してもいいですか」を教えるとします。
①　形に注目した練習
学習者には、「借りる」→「借りて」、「座る」→「座って」のような形の変化は難しいものです。この「形」を正しく言えるようにすることが主な目的です。
②　運用力に注目した練習
教師の指示で行う「形に注目した練習」だけでは、日常生活の実際の場面で日本語を話せるようにはなりません。身に付けた「形」を、実際の会話場面ではいつ、誰に、どのような順番で、どんな言い方で「使う」のかを知り、そして実際に教室の中でその「模擬体験」をしておく必要があります。
この二つの練習は、どちらか一方だけではなかなか上手に話せるようにはならないようです。二つの練習をうまく組み合わせてください。
２．形に注目した練習
形に注目した練習は、「パターンプラクティス」、「口頭ドリル」、「口慣らし」、「繰り返し練習」など様々に呼ばれることがあります。
①特徴
· 教師が言ったモデル文をそのまま、または一部の形を変えて学習者が繰り返す。
· 学習者は、動詞や形容詞の正しい形での変換の仕方を練習することができる。
· 形の練習なので、文の意味は重視しない。
· 学習者は教師の指示に従って練習するので、自分の意見や考えを言うことはない。
②教材・教具
文字カード、絵カードなどを使って代入や変換の指示を出してもよい。カードなしで口頭で指示してもよい。
③練習の種類
a. 反復ドリル
学習者は教師の言ったことをそのまま繰り返す。
教師「借りてもいいですか」
学習者「借りてもいいですか」
b. 代入ドリル
教師の合図に合わせて、指示された部分を入れ替える。
教師「消しゴム」
学習者「消しゴムを借りてもいいですか」
教師「えんぴつ」
学習者「えんぴつを借りてもいいですか」
c. 変換（変形）ドリル
教師のキューに合わせて、形を変える。
教師「座ります」
学習者「座ってもいいですか」
教師「食べます」
学習者「食べてもいいですか」
d. 応答ドリル
教師の質問文に、教師が出した「はい/いいえ」のキューを使って答える。
教師「お弁当を食べてもいいですか。はい」
学習者「はい、お弁当を食べてもいいです」
教師「いいえ」
学習者「いいえ、お弁当を食べてはいけません」
e. 拡張ドリル
教師の指示の通り、だんだん文を長くしていく。
教師「お弁当を食べてもいいですか。ここで」
学習者「ここでお弁当を食べてもいいですか」
教師「友だちと」
学習者「友だちとここでお弁当を食べてもいいですか」
f. 結合ドリル
教師が与える二つの文を結合させて答える。
教師「寒いです　　窓を閉めてもいいですか」
学習者「寒いので、窓を閉めてもいいですか」
教師「頭が痛いです　　帰ってもいいですか」
学習者「頭が痛いので、帰ってもいいですか」
④注意点
· 単調な練習になり、学習者が飽きやすい。短い時間で速いリズムで行うべき。
· 学習者が自分の意見や考えを言う機会がない。創造的な練習と併用すべき。
· 常に教師が指示を出す練習になる。学習者の自発的な発話を促す練習と併用すべき。
· これらの表現が実際に使われている場面や状況が考慮されていない。具体的な生活場面を設定した練習等と併用すべき。
⑤パターンプラクティスを作るときのヒント
例として、経験を表す「～したことがあります」を使って考えてみましょう。
· 練習を考えるためにまずすることは、この文型を作る動詞をできるだけたくさん考えてメモしてみることです。
「東京へ行ったことがある、すしを食べたことがある、雪を見たことがある、新幹線に乗ったことがある、白山に登ったことがある‥」
どれも外国人と話すとき話題に上りそうな例ではないでしょうか。
· 次のような例文はどうでしょうか。
1. 椅子に座ったことがありますか。
2. 顔を洗ったことがありますか。
3. 児童手当を申請したことがありますか。
１、２は文法的には言うことが可能な文ですが、実際にこの文を学習者が使うことはほぼないでしょうから、このような文を練習で使うことは避けましょう。
３は「児童手当」「申請」といったことばが難しすぎて、学習者の注意がそちらに向いてしまう可能性があります。練習で使うことばは、できるだけ学習者が実生活の中で使いそうなもので、あまり難しくないものを使います。
３．「形に注目した練習」を楽しくする方法
①ゲームにする
1)文字カード、絵カードを使ったゲーム
例：「～してもいいです」の練習
1. 「行く」「飲む」「食べる」などの文字カードを机の上に並べておく。
2. 学習者は一枚ずつカードを取って、「行く」→「行ってもいいです」のように形を直す。
3. きちんと言えれば、カードがもらえる。
バリエーション
学習者の年齢や好みによって、パターンプラクティスの形態は自由に変えてください。
· 並べる文字カードを裏返しにしたり、絵カードを使うと難しさは増します。
· トランプのババ抜きのようにカードを手に持たせたり、床に広く並べてカルタのように取らせてもよいでしょう。
誰かが取ったカードはその学習者だけに答えを言わせるのではなく、その場の全員に見せてもう一度答えを言わせてもよいでしょう。

２）好き嫌いゲーム
1. 食べ物や動物などの絵が描かれたカードを準備し、学習者に一枚渡します。学習者はカードが何か見てはいけません。
2. 教師は「好きですか」と質問し、学習者は「好きです」か「嫌いです」だけで答えます。
3. ここで初めて学習者はカードを見ます。
4. 教師は「どうしてですか」と聞き、学習者はその理由を「～からです」で答えます。
３）命令ゲーム
教師の命令通りに、学習者は体を動かします。その際、学習者は発話する必要はありません。
教師：立ってください。
学習者：（「立つ」動作をする）
教師：右足で立ってください。
学習者：（右足で立つ動作をする）
· まず聞くこと、体を動かすことを優先しており、学習者は緊張をあまり感じることなく、多くの日本語を文字通り体全体で聞くことができる。
· 例えば「いすに座って、脚を組んで、本を読んでください」「こんにちはと言って、右隣の人の肩を叩いてください」等、命令を長くしていくことも可能。
②インタビュー形式にする
学習者同士で質問と答えのやりとりをさせてみましょう。
シート１
	
	　　　さんの答え
	　　　さんの答え

	1. 東京へ行ったことがありますか。
	
	

	2. 車を運転したことがありますか。
	
	

	3. やきとりを食べたことがありますか。
	
	

	4. スキーをしたことがありますか。
	
	


上のシート１のようなインタビューシートを学習者に配って、学習者同士で形の練習をすることもできます。
シート２
	
	　　　さんの答え
	　　　さんの答え

	1. 東京へ行く
	
	

	2. 車を運転する
	
	

	3. やきとりを食べる
	
	

	4. スキーをする
	
	


シート２のように質問文を学習者自身に作らせることもできます。
インタビューシートは印刷しなくても、教師がホワイトボードに書いたものをその場で学習者に写させても、それほど時間はかかりません。
４．運用力に注目した練習
上のような「形に注目した練習」だけをどんなに一生懸命練習しても、実際の生活場面で上手に日本語を使うことは難しいようです。正しい文法を頭の中で理解することと、それを実際に「使う」こととは別のことなのです。
日本語を「使える」ようにするには、学習者が頭の中で理解していることを、実際に使ってみる体験をさせることが必要です。
教師から指示された内容ではなく、自分自身が伝えたいと思っている内容を上手に表現することは難しいことです。そして、実際の生活場面で使うことばは、話をする相手は自分とどんな関係か、どのような順番で話をすればわかってもらえるのか、どうすれば失礼にならないか、きちんと伝えるためにはどの表現を選択するのかなど、非常に多くの要素を検討して初めて発話に至る複雑な作業によって生まれてきます。
つまり、「運用力に注目した練習」は、実際の生活場面で日本語を使う前に、教室でその予行演習をするための練習と言えます。
「形に注目した練習」で正しい形を頭に入れ、「運用力に注目した練習」でそれを実際に使ってみる、そんな経験を通して学習者は日本語を身につけていきます。
①特徴
· インフォメーションギャップがあること
「インフォメーションギャップ」とは、自分と相手が持っている情報に差があることです。自分にない情報を相手が持っていると思うから、そこにコミュニケーションが生まれます。練習には意識的にギャップのある状況を取り込みましょう。
· 現実の場面に即していること
あなたが教えている学習者が実際に遭遇する場面を考えましょう。地下鉄のない地域で地下鉄の乗り方の練習をしてもあまり意味はないでしょう。教室で先生と話すことばと家庭内で家族と話すことばには違いがあるはずです。できるだけ実際の生活場面を想定した練習をしましょう。
· 文法など「形」の誤りはあまり重視しない。
練習の間に文法の間違いに気づいても、会話を最後まで続け、目的を達成することを重視しましょう。間違いなどは最後に指摘してもいいでしょう。
· 活動に目的（タスク）があること
人が誰かに対してことばを使う多くの場合、そこには何かの意図や目的があるはずです。例えば、新しい美術館ができたとします。そこに行くという目的（タスク）を達成するためには、それがどこにあるか、どうやって行くか、入館料はいくらか等を知る必要があります。
練習をさせるときには、正しいことばや文法が使えたかだけに注目するのではなく、どんな目的を達成させるために練習をさせているのかを教師は意識しなければなりません。そして、学習者がその目的を達成するためには、どんな知識が必要で、どのような手順を経なければいけないか、そこではどんな言語表現が必要かを考えましょう。
· 社会習慣や非言語活動など、言語の周辺にある諸要素も取り入れること
例えば敬語をきちんと使うためには、上下関係やウチソトの関係の見極めができなければなりません。また、お礼やお願いをする際にはお辞儀もできなければなりません。日本人と上手に接するには、日本語の文法や表現だけでなく、このような知識も必要です。
②練習のいろいろ
「運用力に注目した練習」の例をいくつか見てみましょう。
１）インタビュー
先に「形に注目した練習」でもインタビューを使いましたが、各質問の関連をより深いものにすることもできます。
シート１：日本文化体験度チェック
○同じ文型の質問文を並べるタイプ
	質問
	答え

	1. 京都へ行ったことがありますか。
	○　・　×

	2. 新幹線に乗ったことがありますか。
	○　・　×

	3. 相撲を見たことがありますか。
	○　・　×

	4. 着物を着たことがありますか。
	○　・　×

	5. 茶道をしたことがありますか。
	○　・　×

	6. 日本の小説を読んだことがありますか。
	○　・　×

	7. カラオケをしたことがありますか。
	○　・　×


目的：自分とペアの人またはクラスの人との日本文化体験度の差を知ること。
進め方：ペアでインタビューしあい、どちらが○が多いかを競ってもよいですし、クラス全員に誰が○が一番多いか聞いてもよいでしょう。
バリエーション：表の最後に空白の欄を設けて、学習者に質問を考えさせてもよいでしょう。
シート２：好きなスポーツ
○シート１と違い、扱う話題を深めることに注目するタイプ
	質問
	答え

	1. どんなスポーツが好きですか。
	

	2. 週に何回ぐらいしますか。
	

	3. いつからしていますか。
	

	4. どうしてこのスポーツが好きですか。
	

	5. ほかの人にもこのスポーツをすすめたいですか。
	

	6. 
	


目的：ペアの人の好きなスポーツを知り、それについて話し合う
進め方：ペアでインタビューしてもいいですし、答えの欄を増やして複数の人にインタビューしてもよいでしょう。質問を自分で付け加えることも促してください。
バリエーション：ほかにもいろいろなテーマでインタビュー活動はできます。例えば、家族、仕事、趣味、旅行、食べ物、テレビ、携帯電話、夢、思い出などです。
ヒント
· インタビューをする前には、インタビューの内容についてクラス全員で簡単に話し合ってから始めると、学習者の関心がインタビューのトピックに向いて話しやすくなります。
例：日本文化の中で何に興味がありますか。　好きなスポーツは何ですか。
· 付け加える表現
下のような表現をインタビューの始めと終わりに言うように教えましょう。日本語の会話の手順を知る上で大切です。
· あのう、ちょっと聞きたいんだけど。/　お伺いしたいんですが。
· ○○について少しお話を聞いてもいいですか。
· ありがとうございます。とても興味深かったです。
２）ロールプレイ
下のようなロールカードを学習者に配布し、教室の中で実際の生活場面で出会うような会話場面を作り出して役割練習するのがロールプレイです。
目的：Aは客に観光スポットを上手に紹介すること、Bはよい観光スポットを聞き出すこと。
必要な準備：石川県の地名や観光に関連する語彙。観光地の好みについてやりとりするための表現。旅行会社での接客表現など。
３）総合的な活動
教室の中の練習では、実際の生活場面の中から、特定の場面や機能、技能、文法項目を取り出して行うことが多いようです。しかし、実生活では、文書を読み、その内容について誰かと相談し、結果を書類に記録するなど、一つの目的を達成するまでに総合的な日本語力が必要とされる場合もあります。
下に見るのは、そのような総合的な活動の一例です。
例：プレゼント（日本人の友人に結婚祝いをあげる）
目的：日本人の友人のために結婚のお祝いプレゼントを決めること。
形態：２，３人のグループ
進め方の例：
1 日本の結婚について知っていることをグループで話し合う。（何歳ぐらいで結婚するか、結婚する時何を重視するか等）
2 結婚祝いのプレゼントに何をあげたらいいか、分担して情報を集める。（結婚祝いに適したものは何か、金額、相手の好み等）
3 グループでプレゼントを何にするか、話し合う。（相手の好みに合うか、予算、いつどこで買うか、いつどこで渡すか等）
4 プレゼントを買いに行く。
5 プレゼントを友人に渡す。
· 実際に結婚する友人がいれば、④、⑤まですることも可能ですし、プレゼントを買いに行くロールプレイ、プレゼントを渡すロールプレイで代用することも可能です。
· どんな結婚祝いにするか、グループごとに競わせて、プレゼンテーションで発表させてもよいでしょう。
· ほかにも、「年末パーティーを企画する、旅行の計画をする、外国人にやさしい街づくりを考える、新聞に投書する」などのテーマでも総合的な活動は可能です。
第２部：話す練習を考えてみよう
１．「話す」を考える
日本語の教室でどんなことを勉強したいですかと学習者に聞くと、よく「会話が勉強したい」、「上手に話したい」という答えが返ってきます。
しかし、ちょっと考えてみると、私たちが「話す」場面というのは実に多種多様であることがわかります。例えば‥。
友人と趣味について話す
近所の人と世間話をする
友人の子どもと話す
電話で旅館を予約する
会社の面接試験を受ける
人前で商品の説明をする
大学の教室で討論する
大勢の前で講義する
医者に病状を説明する
いかがでしょうか。一概に「話す」ことを勉強すると言っても、上記の場面は、それぞれに少しずつ話し手に必要とされる知識やスキル（技術）が違っているのではないでしょうか。
ですから、「話す」練習をする際には、いつ、どこで、誰と、どのような話題について話すのかについて教師も学習者も意識的でなければなりません。
２．練習の留意点
①練習前に準備体操を
いきなり「話してください」と言われても戸惑ってしまいます。これから行う「話す」練習で扱う場面や話題についてクラスで話し合ってから、本練習に進みましょう。
例えば、病院での会話を練習する前には・・・
日本で病気になったことがありますか。そのときどうしましたか。病院に行って何が困りましたか。お医者さんと話すとき、どんなことばを使いますか等
②きちんとわかりやすい指示をする
練習をする前に、どのような状況設定の会話練習をこれからするのかを、きちんと学習者に説明する必要があります。
状況の設定：例：子どもの小学校の保護者面談で先生と話をします。
役割の設定：例：あなたは子供の学校の様子について先生にいろいろ聞きたいです。
活動の指示：例：ペアの人と先生役と保護者役になって、会話をしてみましょう。
③誰と誰が練習するのかを考える
同じ会話練習でも、教師とするか、学習者同士でするか、また、一人で発表するのか、グループでディスカッションするのか、などによって、学習の効果は変わってきます。多くの学習者がいるクラスなら、それぞれの作業・活動に適した組み合わせを教師は選び、指示しなければなりません。一人きりのクラスであれば、逆にいつも同じ教師と練習することになりがちです。クラスの外でインタビューをするなど工夫が必要です。
１）教師⇔学習者か、学習者A⇔学習者Bか
教師と一対一ですれば、文法や発音の誤りをすぐに訂正できる等のメリットはありますが、教師は一度に一人ずつしか練習できません。また、いつも教師が相手では話の展開や話題にも限りがあるでしょう。
２）２人のペアか、３，４人のグループか、クラス全体か
例えば、個人の意見を聞く会話を、教師⇔クラス全体でやっても、一人一人が意見を言う機会は限られてしまいます。まずペアで話させてから、クラス全体で意見を確認するとよいでしょう。その活動はどのような形態でするのがよいか、教師は考える必要があります。
３．テキストの会話例を利用した練習
下のような会話の練習を考えてみましょう。
会話
A ： あっ、お久しぶりです。
B ： こんにちは。お久しぶりです。
A ： 夏休みはどうでしたか。
B ： 夏休みですか。（ア）馬に乗ったり、（イ）釣りをしたりしました。
1. （ア）本を読みます
（イ）音楽を聞きます
2. （ア）山に登ります
（イ）海で泳ぎます
①テキストの指示を使った練習
上のような、指示により代入練習を行う会話は、よく教科書にありますが、気をつけないと会話練習ではなくて、会話を「読む」練習になってしまいます。
1)準備体操
上の会話ですと、話題は「夏休み」ですから、「あなたの国では夏休みに何をしますか」等の質問で、学習者の注意を会話の内容に向けておくとよいでしょう。
2)会話の内容確認
いきなり学習者に代入練習をさせると、学習者は読むことに精一杯で会話の内容まで注意が向かず、ただ形を変えて読んだだけになることがあります。
まず、会話の内容を十分理解させましょう。
例えば・・・教師が読んで聞かせる、CDで会話を聞かせる、クラスをAとBに分けて読ませる等した後で、もう一度教師が意味を確認しましょう。
3)代入練習
教科書の指示に従って代入練習をします。答えるのに時間がかかっても待ってあげましょう。
②発展練習
上の1)～3)までで練習を終えると、学習者は教科書の指示に従って「形に注目した練習」をしただけになる場合もあります。例えば、次のような練習に発展させましょう。
●会話を覚える
ホワイトボードに会話を書いておき、少しずつ消しながら読ませる、あるいはセリフの最初の部分だけ板書しておくなどして、会話を暗記させる。
●自分のことを話す
教科書の指示に加え、自分自身のことを答えさせてもよいでしょう。
また、この会話を使って、他の学習者や日本人に実際のことをインタビューさせてもよいでしょう。
●会話を拡張する
教科書の会話の続きを学習者に考えさせ、発表させてもよいでしょう。
４．ロールプレイ練習
先に紹介したロールプレイも、話す練習としては、やりやすく楽しい練習です。
ここでは、先に取り上げたロールカードを発展させる方法を紹介します。


上のカードは、「運用力に注目した練習」で取り上げたロールカードに情報を付け足したものです。
まず、ロールプレイの中で使う表現ですが、これは事前に文型だけ練習しておく手もありますが、学習者の中にはロールプレイが始まると、きれいさっぱりそれらの文型は忘れて話に夢中になってしまう人もいるので、これは必ず使うこととしてもよいでしょう。
また、そのロールプレイでよく出てくるであろう語彙をリストアップしておくのもよいでしょう。
そして、メモ欄などを作っておくと、なんとなくロールプレイはしたけれど、結局どんな結果になったか報告できないといった事態を防げます。
５．ディスカッション：意見を述べる練習
自由なテーマで話すというのはなかなか難しいものです。趣味や週末にしたことなどの決まりきったテーマに陥りがちです。
話題を学習者に与え、話すきっかけを作る方法のひとつとして、「ディスカッション（討論）」があります。討論というと、なんだか難しいテーマで話す上級の活動のような気がしますが、実はテーマや手順に気をつければ、初級でもできます。
①テーマ
学習者の年齢や職業などに合わせて、どんなテーマを選ぶかが大切です。
●クラス全体で話し合うテーマ例
日本の生活　日本でびっくりしたこと　日本の交通　子どもの携帯電話の使用　現代の「食」について　少子高齢化の解決に向けて　（自分が住んでいる）町/国を元気にするにはどうしたらいいか、など。
●学習者が二つの立場から一つを選ぶテーマ例
どちらが好きか、どちらがいいかといった視点から、自分の立場を決めます。
海と山　犬と猫　田舎と都会　自転車とバス　一人暮らしとルームシェア　制服は必要か　自動販売機は増やすべきか　カラオケは若者にとって必要か、など。
②表現
ディスカッションでは、意見を言ったり、賛成・反対したりするときの表現を教えると、スムーズに進みます。これらの表現の中には日常生活で自分の立場を示す場合に便利なものもあります。
1.意見を述べる・聞く
私は～と思います。～んじゃないでしょうか。
～についてどう思いますか。～さんはどうですか。
2.比較する
AとBとどちらが～ですか。AのほうがBより～だと思います
3.賛成・反対する
私もそう思います・私はそう思いません。
4.相手の意見を受けて自分の意見を言う
それはそうですが。確かにそうかもしれませんが。おっしゃることはわかりますが。
5.聞き返す
えっ。もう一度言ってください。～って何ですか。
6.そのほか
もっと詳しく説明してもらえませんか。
ちょっと話は変わりますが。
③授業の進め方
例：「都会と田舎、どちらが住みやすいか」
前作業
1.ディスカッションテーマの提示
2.それぞれのいい点悪い点を書き出す
グループでも、個人でもできます。
このとき、同じ立場の人と、意見を共有してもよいでしょう。
3.必要な表現を確認する（上記の「表現」参考）
4.自分の意見をまとめる
頭の中でまとめる時間を与えてもいいですし、箇条書きに書き出してもよいでしょう。
本作業（ディスカッション）
自由に発言させてもよいですが、司会を一人決めて、発言していない人に振るなどすると、話し合いがスムーズに行くでしょう。
後作業
ディスカッションの感想等を言わせてもよいですし、ディスカッションの内容を文章でまとめさせてもよいでしょう。
④留意点
· ディスカッションをする前に目標を設定する
例：必ず一度は発言しよう
· 学習した文法や表現を使うようにする
話し合いに熱が入ってくると、学習した表現が出てこなくなります。表現を張り出すなどの工夫が必要でしょう。
· 意見を言いやすくするための準備をする
ディスカッションの前に、意見をまとめる時間を必ず取りましょう。
聞き返しや必要な表現を確認しておきましょう。
第３部：読解を考えてみよう
１．考えてみよう
●日常の生活で私たちはどんなものを「読んでいる」でしょうか。
新聞、雑誌、小説、詩、論文、バスの行き先
上のようなものは、すぐ思いつくと思いますが、次のようなものも「読む」ことがありますね。
バスの時刻表、新聞のテレビ欄、本棚の背表紙、食品の成分表、新しく買ったビデオの説明書、
●では、それらをどのように読んでいるでしょうか。いくつか例を考えてみましょう。
	小説を読む：
	１ページ目から全ての文を順に読んでいく。知識や情報を得ることはそれほど重視されず、読むこと自体が楽しみであり、目的である。

	新聞の１面を読む：
	まず見出しに目を通し、興味のある記事だけ本文を読む。

	バスの時刻表：
	バスに乗る曜日、時間、行き先がまず決まっていて、それに合ったバスの情報を選び出す。

	ビデオの説明書：
	例えば予約の方法を知りたいときは、その説明が書かれた部分のみを探し出し、読みながら機器を操作する。


同じ「読む」行為でも、読む対象や目的によって、読み方にはずいぶん違いがあることがわかると思います。熟読、精読、拾い読み、斜め読みなどの読み方を思い浮かべてみると、その違いがわかるのではないでしょうか。
２．「読む」行為のモデル
上のような「読み方」の違いは、三つのモデルに分けることができます。
①ボトムアップモデル
ボトム（下、底から）アップ（上げる）読み方です。
文章を作っている一番小さな部品である文字から、単語、文とだんだん大きい単位へと理解を広げていく読み方です。
例えば、小説や詩を読む時など、作品の最初からひとつひとつのことばや文の理解を重ね、文章全体の意味やイメージを作り上げていくような読み方です。
②トップダウンモデル
トップ（上）からダウン（下げる）読み方です。
ボトムアップモデルと違い、読み手にまず目的や予想があり、それを達成・検証するために、読み手が主体的に情報を探し、確認していく読み方です。
例えば、バスの時刻表で出発時間を調べたり、本屋で面白そうな本を探すために背表紙を見て本を選ぶ場合などが、これにあたります。
③相互交流モデル
実際に人が「読む」ときには、ボトムアップモデルとトップダウンモデルの両方をバランスよく組み合わせて読んでいるという考え方です。
例えば、ビデオの説明書で予約の仕方を調べる場合、私たちは説明書の最初のページから順に読んだりはしません。予約について書かれた部分を探し出し、これまでの経験から導き出せない不明な部分についてのみ読み、ビデオの操作という実際の行動に置き換えていきます。この際、読み手は説明書の内容と自分の知識とを相互に見比べながら読むという行為をしています。
３．「読み」のスキーマ
田中さんは今日、恋人とデートの約束がありました。しかし、仕事が忙しく、待ち合わせに３０分も遅れてしまいました。田中さんが待ち合わせの場所に着くと＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿。
下線部にはどんなことばが入り、どんな物語が展開されますか。
いくつかのバリエーションがあるでしょうが、概ねいくつかのパターンに分かれるのではないでしょうか。
私たちはこのような物語を読む時、これまでの経験やそこから生まれた知識によって出来上がった枠組みを使って、先を予想しながら読んでいます。この枠組みを「スキーマ」と呼びます。
４．「読む」ための練習
このように見てくると、「読む」という行為は、小説や論文などを机の前でじっくり読むような場面だけに限らず、日常生活の様々な場面で行われており、「読む」力を向上させるには、難しい漢字の読み方や文法を教えるだけではなく、読み手自身の予測し、選ぶ力を高め、読むためのスキーマを強化することも大切なことが分かります。
次にいくつか練習の例をあげます。
①予測の力を養う読解（トップダウンの読解）
授業例
教材：昔話や笑い話、星新一のショートショートなど
進め方：
１．結末の部分のみ削った文章を読ませます。

２．結末がどうなるか、ペアやグループで話し合い、予想を出し合います。必ず、なぜそうなると思うのか、その理由もいっしょに発表させます。

３．本当の結末を紹介します。
②スキャニングを使った読解
「スキャニング」とは必要な情報だけを素早く探す読み方のことです。
授業例
教材：ピザ屋やハンバーガー店のチラシ
進め方：
１．複数の商品が値段とともに書かれたチラシを配ります。

２．ペアで予算２，０００円の中で何を注文するか話し合います。

３．何を注文するか発表します。
その他：
・チラシを見て注文する会話までしてもよいでしょう。

・ほかに「時刻表で電車の出発時間を調べる」「不動産情報から部屋を探す」「ガイドブックから旅行計画を立てる」などもスキャニングの練習に応用できます。
③スキミングを使った読解
「スキミング」とは文章全体をさっと読んで、話の流れや大意を掴む読み方のことです。
授業例
教材：新聞記事
進め方：
１．短時間で読める短い記事を準備する。

２．いつ、どこで、誰が、何をしたかだけを読み取り、メモする。

３．答えを確認する。
その他：
・このような読み方をするときは、ゆっくり読める時間を与えてはいけません。もし必要なら、記事のキーワードだけは事前にいっしょに考えてもよいでしょう。

・答え合わせも全文を読み返して、全て理解する必要はありません。必要な情報が取れればそれでよいのです。
５．読解授業の流れ
授業で、ボトムアップモデルの読み方を重視するか、トップダウンモデルの読み方を重視するかによって、授業全体の流れは大きく変わります。
ここでは、読解文を読む作業を本作業とした場合の違いを見てみましょう。
	
	ボトムアップモデル
例．新聞記事を読む
	トップダウンモデル
例．旅行のパンフレット

	前作業
	記事に出てくる難しい漢字や語彙、文法などを、あらかじめ知り、練習する。
	· 旅行経験や旅行の準備等について話し合う。（スキーマの活性化）
· 本文を読む目的を明確にする。例えば、パンフレットを読んで予算内で旅行計画を立てる。等

	本作業
	前作業で学んだ語彙や文法の意味や用法を確認しながら、記事を読み、内容を理解していく。
	設定した目的に沿って、パンフレットを読む。

	後作業
	· 内容確認の問題に答える。
· 記事の内容についてディスカッションする。
	· 旅行計画を立てて、発表する。
· 旅行計画を文書にまとめる。


＊実際には、ボトムアップモデルの読み方とトップダウンモデルの読み方を組み合わせて授業を行うことの方が多いでしょう。
第４部：視聴覚教材を使ってみよう
１．視聴覚教材の種類
すでに日本語教育用に開発された視聴覚教材には様々なものがありましたが、電子機器の普及により、使用されるメディアは変化しつつあります。
従来：写真教材、絵教材、音声テープ、ビデオテープなど

最近の傾向
· 市販の教科書にCDの音声教材が付属。
· 新しく市販される動画教材はDVDに。（ただし既存のビデオ教材のDVD版が発売されることはまれ）
· 日本語教育のために作成されたウェブページの増加。インターネットのサービスが新たな視聴覚教材として使われるようになる。
· 電子機器（デジカメ、ビデオカメラ等）の普及により、教師や学習者自身が視聴覚教材を作成することが可能になる。
このように、インターネットやパソコン、電子機器の普及により、視聴覚教材の種類も広がり、視聴覚教材を使った授業も大きく変わりつつあります。
２．視聴覚教材の役割
視聴覚教材は、高価、機器の準備が面倒などのイメージもあるかもしれません。特にパソコンやインターネットを授業で使うとなるとまだまだハードルは高いですが、メリットも非常に多いです。
①画像や映像を見せることで、視聴覚を刺激し、学習者の学習意欲や学習動機を高める
授業にテレビドラマや有名人の写真に持ち込むと、学習者の表情も変わります。
②教室に教室の外の世界を持ち込むことができる
例えば、教室で、町なかや家庭での会話をする場合、なかなか雰囲気作りが難しいですが、一度ビデオで会話を見ると、ずいぶんやりやすくなります。
③教師が授業の進め方をコントロールすることが容易
視聴覚教材は学習者の注意を引くのにとても有効です。また、ビデオやCDはボタン一つで停止、巻き戻しが可能ですから、きちんと準備さえしておけば、教師がクラス全体の活動を簡単にコントロールすることが可能です。
④繰り返し利用したり、複製して利用することが可能。
誰でも、何度でも、簡単に、同じ品質で利用できることも大きな特徴です。また写真素材などは今はインターネット上にたくさんありますので、簡単に複製して使うことが可能です。（著作権には気をつけなければなりません）
⑤パソコンを利用すれば、作り変え、保存が簡単。
写真や絵をプリントに取り込むことも、パソコンを利用すれば、比較的簡単にできます。使いやすいように自分で作りかえられること、パソコン内に分類・保存すれば整理も簡単です。
３．教室活動の実践例
視聴覚教材の実践例をいくつか見てみましょう。
①ビデオを使った授業例
教材：テレビドラマの一場面
学習者がストーリーを記憶できる、５分ほどの長さで、セリフだけではなく登場人物の動きによってもストーリー展開が理解できるような内容が望ましいです。もちろん、日本語教育用のビデオ教材でもいいです。
進め方：
１．これから見るビデオに関連した話題についてクラスで話し合う。


登場人物の紹介などもしておくとよいでしょう。

２．ビデオを見る。

３．大まかな内容の確認


ここでは教師が説明しすぎないように気をつけ、登場人物同士の関係や出来事についてクラスで共通理解を作り、キーワードや表現を確認します。

４．略絵を見てストーリーテリング


ビデオの内容を、ストーリー展開に合わせてイラストにして張り出す。学習者はそれを見ながらストーリーを説明する。最初はペアでして、後からクラス全体で確認するのがよいでしょう。

５．ロールプレイ


ビデオの中の役になりきって、演じてみましょう。ロールプレイの展開はビデオと同じでもいいですし、ビデオとは違う結末になってもよいでしょう。

６．登場人物の立場で日記を書く


ビデオの中から登場人物を一人選び、本人になりきって日記を書きます。違う立場で書いた日記を読み比べて感想を言うと楽しいでしょう。
②マンガを使った授業例
教材：４コマ漫画
· ４コマ漫画の最後のコマのセリフや絵を消しておきます。４コマ目を全て消してもよいでしょう。どの方法をとるかによって、課題の難易度や必要な語彙・表現が変わります。一度自分でやってみて、学習者のレベルに合わせ、消し方を決めるとよいでしょう。
· 学習者にマンガを配るときは、２人に１枚だけ配ると、話し合いがしやすくなります。
進め方：
１．マンガを学習者に配り、３コマ目までを読む。


学習者は一人、またはペア等でマンガを読む。読むときには声を出して読ませます。漢字や表現がどの程度わかっているか確認できます。

２．３コマ目までのストーリーを学習者同士で確認させる。


一人だけで考えるのではなく、ストーリーや設定を二人で声に出して話し合わせましょう。意識してことばにすることが大切です。

３．４コマ目を考える。


なぜ自分たちは４コマ目をそのようにしたのか、その理由が大切です。それをきちんと発表できるように話し合わせましょう。

４．発表
③写真を使った授業例　「Show&Tell」
教材：学習者自身が撮影した写真
· デジカメでも携帯電話のカメラでも構いません。自分で撮影した写真を使います。例えば、家族や友人、ペットの写真、旅行先の記念写真、家の近くの風景など、何でも構いません。
· 写真は、きれいに映っているかとか、何が映っているかが大切な訳ではなく、なぜ学習者がその写真を撮ったかのか、なぜそれを選んだのかが大切です。学習者自身がどんな人なのかがわかるような写真が出てくると授業も盛り上がるでしょう。
· クラス人数がそれほど多くなければ、写真は、見やすいように引き延ばしたりする必要はありません。携帯電話の写真であれば、皆が近くに寄って見ればよいのです。
進め方：
１．学習者は自分が撮ってきた写真を見せながら、写真に映っているものについて説明する。


ペアで互いに見せあってもよいですし、一人がクラス全体に見せ、説明する形でもよいでしょう。

２．写真を見た他の学習者が、写真について質問する。
その他：
・
毎回の授業の始めに、毎回一人ずつ発表させるような形でも使えます。普段あまり話さない学習者に話をさせるためにも使えます。

・
一度うまくいかなくても、回を重ねると学習者はうまく発表できるようになります。

・
教室で見せるものは、写真でなくてもかまいません。例えば、記念にもらったプレゼントや旅行のおみやげなどの物でもかまいません。
４．視聴覚教材を使った授業の変化
インターネットやパソコンなどのIT機器、デジカメやICレコーダーなどの電子機器の普及に伴い、視聴覚教材ということばが示す範囲も、その授業での使われ方も、大きく様変わりしつつあります。
パソコンを利用した授業
パソコンは、文書だけでなく動画や静止画像も簡単に取り込めるため、日本語授業でも利用されるようになってきました。プリントや文字カードなどに代わり、パワーポイントで作成した教材をプロジェクターで見せるようなタイプの授業も行われています。
学習者自身が視聴覚教材を作成
最近は、学習者もデジカメや携帯電話のカメラを持っていることがあります。その場合、学習者自身に撮ってきてもらった写真が視聴覚教材として使えます。
学習者自身に一番身近な題材を取り上げることができ、写真だけでなく、ビデオカメラやICレコーダーがあれば、身近な動画や音声も教材として利用可能です。
上のShow&Tellでも、学習者自身が自由に使えるカメラを持っていれば、かなり個人的で面白い光景の写真が見られると思います。

参考
参考図書
この冊子の作成に参考にした図書、およびこの講座の内容をより詳しく知るための参考図書を下に挙げます。
教師用参考書
「国際交流基金　日本語教授法シリーズ6　話すことを教える」ひつじ書房2007
「国際交流基金　日本語教授法シリーズ７　読むことを教える」ひつじ書房2006
「国際交流基金　日本語教授法シリーズ9　初級を教える」ひつじ書房2007
会話教材
「ロールプレイで学ぶ中級から上級への日本語会話」アルク2000
「初級から始めよう　にほんご会話トレーニング」アスク出版2008
「CD付きなめらか日本語会話」アルク2005
読解教材
「中・上級者のための速読の日本語」The Japan Times　1998
「みんなの日本語初級Ⅰ　初級で読めるトピック２５」スリーエーネットワーク2000
「楽しく読もう」凡人社1996
聴解教材
「みんなの日本語初級Ⅰ聴解タスク２５」スリーエーネットワーク2003
「新毎日の聞き取り50日」凡人社2007
「わくわく文法リスニング９９」凡人社1995
ビデオ・DVD
「みんなの日本語初級Ⅰ会話ビデオ」スリーエーネットワーク2001
「石川で学ぶ」（財）石川県国際交流協会2004
「エリンが挑戦！にほんごできます。」凡人社2007
参考ウェブページ
凡人社　http://www.bonjinsha.com/
スペースアルク日本語　http://www.alc.co.jp/jpn/
日本語読解学習支援システム　リーディングチュウ太　http://language.tiu.ac.jp/
みんなの教材サイト　http://minnanokyozai.jp/
この冊子は、「平成２１年度日本語講師スキルアップ塾　集中講座」を担当した石川県日本語講師会が作成した教材を元に、（財）石川県国際交流協会が編集・作成したものです。
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あなたは　旅行会社の人です。お客さんと　話して、石川県の　よい�EQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かんこう),観光)�スポットを　教えてあげてください。





カードB


あなたは　石川県を　観光したいです。旅行会社に行って　どこがおもしろいか　聞いてください。





ロールA


あなたは　旅行会社の人です。お客さんと　話して、金沢の　よい観光スポットを　教えてあげてください。





ことば


いらっしゃいませ。


○○が　すきですか。/　～たことがありますか。


○○は　どうですか。/　○○は　おすすめですよ。





観光のことば、場所
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ロールB


あなたは　金沢を　観光したいです。旅行会社に行って　どこがおもしろいか　聞いてください。





ことば


金沢を　観光したいんですが、どんな　ところが　おすすめですか。


よく　わかりました。いろいろ教えてくれて　ありがとうございます。





メモ：旅行会社の人のおすすめの場所














あなたは　どこへ　行きますか。　どうしてですか。
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